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（1）対象地域 

福島県沖 

（2）重要な図表 

表 3：共通種における 137Cs の生態学的半減期の地域比較 

 

表 4：フィールドデータ（生態学的半減期）と室内実験データ（生物学的半減期）の比較 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本論文は，福島沖で採取された海洋生物の放射性セシウム（137Cs）モニタリングデータから，対象種

の生態学的半減期を明らかにしている．その中で，海洋生物における生態学的半減期の違いは，福島第

一原子力発電所を境にした南北地域による違いよりも，生物の生態学的特徴，例えば栄養段階の違いな

どによる影響の方が強いことが示されている．従って，生物を用いた海洋環境中の放射性セシウムモニ

タリングを行う際には，その生物の生態学手的特徴（栄養段階など）も把握する必要がある． 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（3）除染の際の留意点 

 本論文ではこの点に関し、特に論じられていない。 

 

（4）担当者のコメント 

室内実験で求められた放射性核種の生物への取り込みの係数（濃縮係数）や生物中の濃度減少の速度

（生物学的半減期）は実際の環境条件に即していないため，自然環境中における生物中の放射性セシウ

ムの移行過程を調べるためには，野外環境中における係数や半減期を見る（求める）必要がある．本論

文は実際の野外モニタリングデータを用いて自然環境中の生態学的半減期を求め，かつ，室内実験で求

められた生物拍的半減期との比較を行っている．従って，海洋生態系における放射性セシウム移行過程

を定量的に評価する場合，本研究のような視点での調査研究は非常に重要な知見を提供してくれるはず

である． 

 

 


